
STEP

マイクとスピーカ ～ A/D 変換と D/A 変換～

STEP21 では入力装置であるマイクを使ってみましょう。
マイクはスピーカの逆で、空気の振動を電圧の変化に変える装置です。
マイクから拾った音を入力するのは A/D 変換を使い、音声データをスピーカに出力す
るのは D/A 変換を使います。

マイクは、音声を電圧の波に変えることができる入力装置です。
本キットにはコンデンサマイクが搭載されています。コンデンサマイクは構造上、振動と湿
気に弱いので、マイクを叩いたり、息を吹きかけないようにしてください。
マイクの右上に配置された MIC VOL でマイクに入る音の大きさを調整できます。

21.1　マイクとは

図 21-1　マイク
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課題　21-1

SW1 を押すとマイクから入る音を録音し、SW2 を押すと
スピーカから音を再生する。
インジケータとして録音中は右上の LED が点灯し、再生
中は右下の LED が点灯する。
ボイスレコーダーのような機能ですね。

① マイクによって音 ( 空気の振動 ) をアナログ電圧の波に変換する。
② 電圧の波がマイコン端子に送られる。
③ 送られたアナログ電圧を A/D 変換し、デジタル値にする。
④ デジタル値を記憶させる。

⑤ 記憶させたデジタル値を D/A 変換し、電圧の波にする。
⑥ 電圧の波がスピーカに送られる。
⑦ アナログ電圧の波をスピーカによって、音 ( 空気の振動 ) にする。

録音と再生は以下のような手順で行います。

21.2　録音と再生の手順

録音の手順

再生の手順
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STEP

それでは、配線作業を行いましょう。
STEP21 ではマイクから拾った音を A/D 変換します。チャネル 1 を使用するので、マイク
と AN1 を配線します。スピーカの配線は STEP20 のままです。

21.3　配線ON OFF
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図 21-2　スピーカとマイクの配線図
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プログラム 21-1 を組む前にフローチャートを考えてみましょう。

図 21-3　フローチャート
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プログラム例　21-1

/*
 *  main 関数
 */
int main(void)
{
　　unsigned char data[60000]; 　// A/D 変換によりできたデジタルデータを格納する配列
　　unsigned int index;　　　　  // デジタルデータを格納する配列の添え字
　　int i;　　　　　　　　　　   // サンプリング周波数の調整に使用する変数

　　initIO(); // 初期化関数の呼び出し

　　PB.DR.BIT.B0 = 0; // 一番右の列のカソードを L に

　　DA.CR.BYTE = 0x5F;　　// チャネル 0（DA0）を使用　スピーカ
　　AD.CSR.BYTE = 0x01; 　// チャネル 1（AN1）を使用　マイク

　　while (1)
　　{
　　　　// SW1 を押すと、録音を開始
　　　　if (SW1_ON)
　　　　{
　　　　　　// チャタリング対策
　　　　　　waitMs(10);
　　　　　　while (SW1_ON)
　　　　　　　　;
　　　　　　waitMs(10);

　　　　　　P4.DR.BIT.B7 = 1; // 録音開始 右上点灯

　　　　　　// A/D 変換によりできたデジタルデータを配列に格納していく
　　　　　　for (index = 0; index < 60000; index++)
　　　　　　{
　　　　　　　　AD.CSR.BIT.ADST = 1;　　　　// A/D 変換開始
　　　　　　　　while (AD.CSR.BIT.ADF == 0) // A/D 変換終了待ちループ
　　　　　　　　　　;
　　　　　　　　data[index] = (AD.DRB >> 8); // 録音
　　　　　　　　waitUs(50);　　　　　　　　　// サンプリング周波数調整
　　　　　　}
　　　　　　P4.DR.BIT.B7 = 0; // 録音終了 全消灯
　　　　}

53 行目の unsigned char 型、54 行目の unsigned int 型はそれぞれ、符号なしの文字を定
義する時と、符号なしの整数を定義する時に用います。
char 型と int 型では、それぞれ -32768 ～ +32767 の文字と -32768 ～ +32767 の整数
を定義することができましたが、unsigned char 型と unsigned int 型では、それぞれ 0 ～
65535 の文字と 0 ～ 65535 の整数を定義できます。
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　　　　// SW2 を押すと、再生を開始
　　　　else if (SW2_ON)
　　　　{
　　　　　　// チャタリング対策
　　　　　　waitMs(10);
　　　　　　while (SW2_ON)
　　　　　　　　;
　　　　　　waitMs(10);

　　　　　　P4.DR.BIT.B0 = 1; // 再生開始 右下点灯

　　　　　　for (index = 0; index < 60000; index++)
　　　　　　{
　　　　　　　　DA.DR0 = data[index];  // D/A 変換と再生
　　　　　　　　waitUs(50);　　　　　　// サンプリング周波数調整
　　　　　　}
　　　　　　P4.DR.BIT.B0 = 0; // 再生終了 全消灯
　　　　}
　　}

　　return 0;
}
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